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し、その系譜を辿っている。とくに Libertybefore Liberalism， 1998， pp. 10-11を参照、。
6 Hans Baron， The Crisis of the Early 1均lianRenaissance， 2d ed.， 1966. 
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8 Robbins， Caroline， The Eighteenth鋼CenturyCommonweaJthman， 1959. 
9 Bailyn， B.， The ldeological Origins oftheAmerican Revolution， 1967. 
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12 1¥仏札 2003，p. 573. 
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ほどまで引き延ばされていると自ら主張していることに気づいた。 [AW，p. 569] 
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ったと論じた。 37 [Ibid] 
このようにポーコックは、アレントの啓発性を認めているが、しかし、それはシュトラ
36 Isaiah Berlin， The Hedgehog and Fox、最初に書物ではRussianThinkers (London: Hogarth， 1978)。
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1974).Gerald Stourzh， Alθ'Xander Hamilton and thθIdlθa of Republican GOVIθornment， Stanford: 



























創設の父となった。 [AW，p. 579] 
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俗性』と『権威への自由~J 第 II 節で分析した。
20 Cf.， Pocock，官istoricalIntroduction'， in his ed.， Political 野'Orksof Harrington， pp.106&114; Z.S. 
Fink， The αassical republicans， pp.66剛68. 本稿で重視したような借主と役目の終わった立法者との区
別に注意を払わずにクロムウェルへの批判の側面だけを強調するのは、 John Toland， 'The 1ife of J ames 
Haロington'，in his ed.， The Oceana and Other野'Orksof James Harrington (2nd reprint of the edition 
1771: Darmstadt， Ger血 any，1980)， pp.7-36. 当然ながら、 トーランドの解釈では、 17世紀中庸に実際
に存在した共和主義者内部で、の諸論争を十分に説明することは難しい。
また、立法者の暴力性に対してハリントンが無頓着で、あったとする本稿とは異なる解釈は、ハンナ・




























21 Cf.， David Norbrook，陥'i.tingthe English Republic: poetry， rhetoric， and politics 1627-1660 
(Cambridge， 1999)， ch.8; John M. Wallace， Destiny his choice: The Loyalism of Andr，θwMarve11 
(Cambridge， 1968); Blair Worden，‘English republicanism' in J.H. Burns with Mark Goldie ed.， The 
Cambridge history ofpolitical thought 1450-1700 (Cambridge， 1991)， pp.443・475.
22 Cf.， John H.F. Hughes，‘The commonwealthmen divided: Edmund Ludlowe， Sir Henry Vane， and 
the good old cause 1653“1659'， Seventeenth-Century， 5(1990)， 55-70; A. H. Woolrych， 'The Good old 
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Sherwood， OliViθr 合 'Omwe11:king in a11 but name 1653・'165S(Sutton，1997). 
23ハリントンの問時代の共和主義者の中で、最初に完全な統治機構を設計することよりも、むしろその
改良していくことの重要性を説くのは、AlgernonSidneyである (Cf.，Discourses concθ'rning governmθ'nt 




















必要がある。この点では、立法者は歴史家でもなければならない (310) 250 
ハリントンによれば、とりわけ重要なのは、かつて存在した政治制度と政治的営みとの
対話である。そこで、ハリントンは、コモンウェルス設計の一般的指針を得るための前提
として、「古代の深慮、 ancientprudenceJ と「近代の深慮J との対比という彼自身の歴史
認識を披躍し、併せて前者から学ぶべきだと主張する。
その歴史認識によれば、前者が支配的な時代では、「統治とは、それにより人間の市民生







































26ハリントンの思想、におけるヴ、エニスからの影響は、 Toland，‘lifeofHarrington'， p.xiu; H.F. 
Russell-Smith， Harrington and his Oceana: a studyofa 1'jth cen仰とyutopia and its inf1uence in 
America (Cambridge， 1914)， pp.5& 30; Zera S. Fink， Thθc1assical republicans: an θssay in the 
recovθryofapattθrII'Gfthought m seventmnthでθntuとyEngland(2nd ed.: Evanston， 1962)， ch.3;日co
O. Haitsma Mulier， TheMyth of路niceand Dutch r，θpublican thought in thθSθven teen th cen tuヴ





































































28 Cf.， Samuel Klinger， The Goths in England: a study in seventeenth and ej註-hteenthcentury 
thought<Cambridge: Mass， 1952); Glenn Burgess， The politics ofthe ancient constitution: an 
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33 Thomas Hobbes， Lθviathan (Richard Tuck edition: Cambridge， 1992)， p.123. 

































上の流れについては、 DavidArmitage， Thθldeological Origins ofthe British Empire (Cambridge， 
2000)， ch5;岩井淳可ブリテン帝国Jの成立-16-17世紀の帝国概念、と古代ローマJ~歴史学研究~ 776 
号 (2003年)19・30ペー ジ。
















































































































サミュエノいジョンソンの『英語辞典~ (一七五六年版)によれば、「共和国J (Republick) 
とは「コモンウェノレスJ (Commonωwealth)、すなわち「権力が一人以上の者に委ねられ


















BW…Hen巧TSt. John， Lord Bolingbroke， The Works ofthe Late Right Honorable Henry St. John， 
Lord日:scountBolingbroke， 5 vols， London， 1754. B Wに続くローマ数字は巻数を、その後の数字は真
数を表す。
C L ...John Trenchard and Thomas Gordon， Cato包Letters:or， Essays on Liberty， Ciげland
Religious， and Other Important Subjects， 4 vols in 2， (ed.) Ronald Hamowy， Indianapolis， 1995. C L 
に続く数字は論説の号数を表す。
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とに隠されている国 (unenation ou la republique se cache sous la forme de la monarchie) と
呼んだモンテスキューの『法の精神』の一節であろう。この笛所は、二年後に刊行された
英訳版では、 「君主政の形式のもとに隠されている、共和国と正しく呼びうるような国j
(a nation that may be justly cal1ed a republic disguised under the form of monarchy) と訳されて、
承認を受けることになる20 これよりも少し前に、デイヴィッド@ヒュームが、エッセイ
17 John Toland， TheArtofGoverningbyPartys， London， 1701， pp. 32-4. 
18 Robert Molesworth， The Principles of a Real Whig; cop.tained in a Preface to the Fa臨 ous










味が狭い。 GeorgeCornewall Lewis， Remarks on the Use and Abusθof 80me Political Terms， London， 
1832， pp. 74-8. 
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1762， p.74. 
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23佐々木武「近世共和主義一一『君主のいる共和国』についてJ、 『岩波講座 世界歴史16 主権国家と
啓蒙』岩波書底、 1999年。
24パートランド・ラッセル、中村秀吉訳r自伝的回想、Jみすず書房、ニ00二年、六頁。
25 J.G.A. Pocock， The Machiavellian Moment: Florentine Political Thought and Atlantic Republican 
Trad.ition， Princeton and London， 1975， p.478. 

























ゴードンの共同執筆により、 「宗教と統治jを基本テーマとした (CL 、138)0 ゴードン




27 Mar怯 uPeltonen，α'a.ssical Humanism and Republicanism in English Political Thought 
1570・1640，Cambridge， 1995， p.15.また共和主義を政治的価値の次元で捉えるならば、 「自由j をその
中心に据えることもできょう。 Cf.，Quentin Skinner， Liberty Before Liberalism， Cambridge， 1998. 
28 Blair W orden， "English republicanis札 "inThθ Cambridge 品~storyof Political Thought 1450・1700，
















みもしなかったJ (C L 、"ThePreface")。実際トレンチヤードは、 『カトーの手紙』の
中で、 (所有〉とく権力〉のバランス論に拠りながら、 「財産 (estate)の平等が権力の平
をもたらすJまでは、たとえ人々の間に合意があったとしても共和制を実現することは
不可能であり、財産が不平等な現状にあってそれが可能であると勘違いしてはならないと
述べた (CL 、85)。ゴードンもまた、 「極めて多くの勢力が共に支持している現体制を、
揺るがすに足りる勢力があると恐れるのは的はずれであるJ (C L 、81)としづ現状認識

















31 Steven M. Dworetz， The Unvarnished Doctrine: Locke， Liberalism， and the American Revolution， 



































































































































(C L 、31) 0 また、情念を抑圧せよと指示するストア哲学は人間本性への無知に発して
いて、 「愚かしい限りであるj。理性は情念を支配する力を持たず、その働きは「情念を
満足させたり制御したりすることJに限られる (CL 、39) 0 しかも、人間性に根ざした
利己心は改めようがなく、 「哲学、徳、宗教の説き聞かせる全てのことにも拘わらず、人
は人間であるだろうJ (C L 、90) 0 ~カトーの手紙J が語る人間の姿は、 「健康に良
い食物、暖かな衣服、日常生活上当たり前の必需品と娯楽によって自己の存在を保存する
ことの次に、自分たちの幸福に付け加えうる全ては、他者から尊敬と愛情と敬意を得るこ



















ぎなしリとするならば (CL 、75)、 「抑制のない権力は決して信頼されてはならないj






















































研究は興味深い。 VickieSullivan，吋もeCivic Humanist Portrait of Machiavelli's English Succesors，" 
品計oryof Political Thought， Vol. 15 (1994)， pp. 73-96. 
42マンデヴイルとモラリストの関係については、次の研究を参照。 ThomasA. Horne， The Social 
Thought ofBernard Mandeville: Virtue and Commerce in Early Eighteenth-Century England， 
London and Basingstoke， 1978， esp. Ch. 2. 




































46 Thomas Gordon， "Discourses upon Tacitus，" to The Works ofTacitus， Vol. 1， London， 1728， p.33. 
47 Ronald Mellor， Tacitus， New York and London， 1993， pp. 138-40. 
48 Ibid.， p. 142. 
49 Peter Burke，吋acitism，scepticism and reason of state，" in The Cambridge History of Political 
Thought 1450-170α(ed.) J.H. Burns， 1994， Cambridge， p.484. 

































52 Gordon， "Discourses upon Tacitus，" to The Works ofTacitus， Vol. 1， pp. 11・2.
53 Ibid， p.16. 
54 リウィウスおよびタキトウスの経歴については、主にレイスナーの『ローマの歴史家』を参照した。
55 1¥在ellor，Tacitus， 1993， p.94. 
56 レイスナー『ローマの歴史家J一五七頁。
































59 John Milton， Complete Prose Works of John Milton， Vol. 7， rev. edn.， New Haven and London， 
1980， p.427. 
60 ポウプとボリングブルックの交友については、ハモンドの研究が詳しい。 BreanS. Ha四mond，Pope 



































62 Ibid.， p.45. 
63 George Wingrove Cooke， Momoires of Lord Bolingbroke， Vol. 2， London， 1835， p.75. 
67 
制を選挙王政よりも高く評価するJと述べた (BW、盟、 47) 0 また、世襲君主制の中で
も「制限君主制j こそが「最善の統治」であるとし、そのイメージを伝えるために「君主
制の幹に貴族の権力と民衆の権力が接ぎ木されている」と語った (BW、盟、 51-2) 0 こ
れに関連して、国王に権力を与えすぎるトーリの過ちと、権力を奪いすぎるウィッグの過
ちを避けなければならないと言う (BW、盟、 54)。結局のところ、イングランドの国制







育て保護するのが極めて利益に叶っているJ650 当然のことながら、 f通商利益J (甘ading

















64 Lord Bolingbroke， Contributions to the Craftsman， (ed.) Simon Varey， Oxford， 1982， pp. 37傭8.
65 Ibid.， p.66. 
66 Ibid.， p.142. 
67 Isaac Kramnick， Bolingbroke and 1百'sCirc1e: The Po1itics of Nostalgia 泊 theAgeof陥 lpole，
Harverd University Press， 1968， p.84. 


































70 Thomas Balington Macaulay， Critical and 1五'storicalEssays， contributed to the EdinbU1宮古
Review， new edn.， 1852， p.734. 
71 Daglas Harkness， Bolingbroke: The Man and His Career， London， 1957， p.152. 
72 H.T. Dickinson， Bolingbroke， London， 1970， p.263. 
73 Isaac Kramnick， "introduction，" to Bolingbroke: Political 時'ritings，New York， 1970， p.xxiv. 


























は、 「人間本性を変えるJとまではいかないにしても (BW、車、 99)、 「あらゆる改革
者の中で最強の者Jであり、その登位によって「人々は別の存在へと変えられるj はずで
あった (B羽人盟、 75) 0 




77 Hanna Fenichel Pitkin， Fortune is a Woman: Gender and Politics in the Thought of Niccolo 



























































































3 本章のフレームワークは、永井均 W<子ども〉のための哲学~ (講談社現代新書、一九九六年)、第二の
間い「なぜ悪いことをしてはいけないのかj によって与えられた。
4 J. G. A. Pocock，巧rtue，Commerce， and History: Essays on Political Thought and History， ChiefJy 






































9 Ibid.， p.48.田中訳九0ページ。以下、すべての引用文において、( )による挿入は原著者、[ ]による
挿入は引用者(中津)によるものである。

































Pocock， Machiavellian Moment: Florentine Political Thought and the Atlantic Republican 'l}adition 








































Pocock，陥…tue，Commerce， and応 stoゅう pp.44-5.田中訳八三・五ページ。
16 rポリスとその統治構造の理論が、ヒューマニズム的な企てにとって重要となった。シヴィック・ヒ
ューマニストは、価値体系でもある統治形態に関する理論体系を持たなければならないJ0 Pocock， 
Machiavellian Moment， p.66. 
17パークの思想、は前世紀に確立されたコモン・ローの伝統にも多くを負っている。ポーコックのパーク
研究はこの点も強調しており、パークは「商業ヒューマニズム」の文脈においてのみ読める、と主張して
いるわけではない。 J.G. A. Pocock， Politics， Language and Time: Essays in Political Thought and 
Histoりr(NewYork: Atheneum Publishers， 1971)， ch.6. 
18 Pocock， Machiavellian Moment， pp.166-7， 460. 































































念頭にあるのは、 John Trenchard， Thomas Gordon， Bolingbrokeらカントリ派の政論家である oPocock， 









































のであるJoDonald Winch， Adam SmithきPolitics:An Essay in品討oriographicBθvision (Cambridge: 
Cambridge U. P.， 1978)， p.174.永井義雄・近藤加代子訳『アダム・スミスの政治学一一歴史方法論的改
訂の試み一-Jl(ミネノレヴァ書房、一九八九年)二一O融一ペー ジ。































29 Adam Smith， An lnquiry into the Nature and Causes ofthe野ealthofNations， ed. R. H. Campbell 
and A. S. Skinner， 2 vols. (Oxford: Oxford U. P.， 1976)， I， pp.786・ 7. 水田洋監訳『国富論(全四冊)~ (岩
波文庫、二000--年)第四分冊、五七ページ。
30 Winch， Adam Smith's Politics， p.177.永井他訳二一四ページ。
31この結論を導く証拠は次章以下で検討される。
32 Isaac Kramnick， Bolingbroke and昂:sCircle: the Politics of Nostalgia in the Age of ~予言lpol，θ
(Cambridge， Mass.: Harvard U. P.， 1968). See also Pocock， Machiavellian Moment， p.485. 
33 Burke，‘Speech on Coalition with America(1775)'， in The ~桁'itings and均eechesof Edmund 





























ではない370 彼の「政治家 politicianJ ーしばしば「為政者 statesmanJ r立法者
34 Burke，‘An Appeal :fro阻 theNew to Old Whigs(l791)'， inFurther R，θHθctions on the Revolution in 
France/..以下FRと略記)，ed. Daniel E. Ritchie <Inruanapolis: Liberty Fund， 1992)， p.198. Wパーク政治
経済論集』六九0ペー ジ。
35モンテスキュー『法の精神』第一部第四篇第八章。



























Virtue， Commerce， and History， p.195.田中訳三七四ページ。つまり、「本性上の貴族階級JI不動産な
いし土地財産Jr腐敗(あるいは徳)Jの三者関係は、ポーコック自身が設定し、にもかかわらず彼が明確
な解答を与えなかった問題である。本稿の課題はあくまで、ポーコックの設定した問題に従って、彼が析













41 Burke， 'Reflections'， in 日告~ VIII， p.113.半津訳八0ページ。中野訳上、一一五ページ。 'Letterto 
Charles-Jean-Francois Depont (November， 1789)' in The Correspondlθnce of Edm und Burke， ed. T. W. 































43 Burke，‘First Letter on a Regicide Peace(1796)'， in Ws， IX， p.193. Wパーク政治経済論集』八五八べ
」申シ/。
44 John Maccunn， Thθ Political Philosophy of Burke (London: Edward Arnold， 1913) pp.38・49;
Charles Parkin， ThθMoral Basis of BurkeきPoliticalThought (Cambridge: Cambridge U.P， 1956)， 
pp.109・30;Francis P. Canavan， The Political Reason of Edmund Burke (Durham: Duke U.P.， 1960)， 
pp.3部 GeraldW. Chapman， Edmund Burke: Thθ Practical lmagination (Cambridge， Mass.: 
Harvard U.P.， 1967)， passim; H. T. Dickinson， Liberty and Properが Politicalldeology in 
Eighteenth-Century Britain (New York: Holmes and Meier Publishers， 1977)， p.304; and Peter J. 
Stanlis， Edmund Burke:・TheEnli注rhtenmentand Revolution (New Brunswick and London: 
'1旨ansactionPublishers， 1991)， pp.77-97. 
45 岸本広司『パーク政治思想、の展開~ (御茶の水書房、二000年)五八六ペー ジ。

























































49 Burke， 'Thoughts on the Present Discontents'， in Ws， I， p.268. Wパーク政治経済論集J二五ベー
ン。
50 Burke， 'Re直ections'，in Ws， VIII， pp.l02.3.半津訳六六・七ページ。中野訳上、九七ページ。
51ポーコックは、このようなパークの「実際の貴族階級Jに対する両義的な感情を、成り上がり者に固
有の両義性ばかりでなく、彼が擁護せんとしたウィッグ体制の両義性(貴族的原理とブルジョワ的原理の
一致)とも結びつける。 Pocock，民Ttue，Commerce， and Hi討ory， pp.158， 195.田中訳三O一、三七四ベ
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52 Burke，官eflections'，in Ws， VIII， p.ll1・2.半津訳七八ページ。中野訳上、一一三町四ページ。ヒュー
ムもまた、エッセイ「市民的自由についてJの中で、パークと同様に、政治学に普遍的真理を打ちたてよ
うとすれば、推論の能力と素材の両面で、人類の三千年の歴史はいまだ不足であり、その意味で政治学は
未完成の学である、と論じている。 DavidHume， Essays Moral， Political， and Literary， ed. Eugene F. 
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65モンテスキュー『法の精神』第四部第二O編第二章。


























67 Burke，‘Re丑ections'，in Ws， VIII， p.101.半津訳六五ページ。中野訳上、九五ページ。
68 岸本広司『パーク政治思想、の形成~ (御茶の水書房、一九八九年)二八七・九ページ。









































Letter on a Regicide Peace'， in Ws， IX， p.374.なお、「農業階級はすべての階級の中で最も扇動を受けに
くしリという議論については、アリストテレス『政治学』第六巻第四章を参照のこと。
73 Pocock， Machiavellian Moment， ch.8. 








75 Knud Haakonssen‘Republicanism'， in A Companion to Contemporary Politica1 Phi1osophy， eds. 
Robert E. Goodin and Philip Pettit (Oxford: Blackwell Publishers， 1993)， p.571.ジョン@口ノくートスン
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1 Himmelfarb間関については、次の二つの書評を参照。 Hamburger1977，ドウォーキン 20010
2 Pocock 1975および Hont& Ignatie宜1983を参照。尚、前者については田中 1998、竹津 2002が、
後者については渡辺 1985・86が有益である。





























































































































































































































































共精神が陶冶されない限り、根本的に低俗かつ卑劣であるに違いないJ(x vm:71f) 0 その
ような或る種の道徳的退廃と魂の奴隷化 (corruption!)をもたらす「商業文明Jに、「政








存するようになるJ(xvm: 129) 0 パロウも指摘するように、この論文は共和主義的伝統と

















































1826年、 20歳の青年ミルが体験した「精神の危機J - r私の思惟様式に生じた唯一














































の思想的な貧しさを補う存在として、コールリッジを挙げる (X:77) 0 この時期のミノレの
コールリッジへの傾倒は、後にリーヴィスが『ミノレのベンサム論とコールリッジ論』
(Leavis 1950) として編むことになる二つの論文から明らかであるが、「文明論j で展開
されている物質主義的「文明j を補う精神的「文化Jという論点が明らかにコールリッジ
の議論を踏襲したものであるということからいっても、ミノレがロマン主義の影響下で思索
を行っていたことは、ほぼ間違いないであろう (Colmer1976: 1xi f) 0 
だが、ミノレがコールリッジを一面的な「直観主義者Jとして批判し、汎神論的なワーズ






7 ロマン主義については Abrams1953， 1971， 1984が極めて有益であった。
8内面感情を生得的・実体的なものと捉え、そこに様々な価値の源泉を見出そうとする 18世紀以降のロ
マン主義を典型とする思想動向を総称する際にテイラーが用いた概念。 Taylor1989: Chap.15， 20， 21. Cf. 






































立証することであったJ(Thomas 1985: 34fL W自伝』と『論理学体系J第6巻第2章の関係については

























































































































































































































13政治理論のパッケージに f構成的 constitutive/派生的 derivativeJ という階層区分を持ち込むこと
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Political Theory， 26(2)， 1998.ここではタイトルが示すようにファーガスンのリベラリズムが強調される。
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スン研究の出発点に位置するケトラー14がそうで、あった。以下では一七四五年のジャコバイ
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Katharine-street in the Strand. MDCCXLVI.以下では 8ermonと略記。
16 Reflθctions Pr，θ日:ousto the Establishmθ'1t of a Militia. London: Printed for R. and J. Dodsley in 
Pall-mall. MDCCLVI.以下ではRetlectionsと略記。 ThθHistoryof the丹 'Oceedingsin the Case of 
Margaret， Common1y ca11ed Pe.ぁon1y1awfu1品:sterto John Bu11， Esq; London: Printed for W. Owen， 
near Temple Bar. MDCCLXI.本書はレイナーによって品'sterRθag: A pamph1et hithθrto unknown by 
David Hume， ed. with an introduction and notes by D.Raynor， CUP， 1982 (以下ではPegと略記)とし
て出版された。本書をヒュームの作品とするレイナ一説は誤りだと思われる。この点については天羽康夫
『ブァーガスンとスコットランド啓蒙J勤草書房一九九三年一一二頁以下をみよ。
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て、 ブリテンのように幸福で、あった国民はほとんどいないということである。 紛争、 党












19水田洋「アダム・スミスとアダム・ブアーガスンJ W経済系』 第一一O集一九七六年 (高島善哉他
著 『アダム・スミスと現代』 同文舘一九七七年)、 J.Robertson， The Scottish enli.旨-htenmθ'ntand the 
militia issue， John Donald， 1985; R. B.8her， Adam Ferguson， Adam Smith and the problem of 















ヴェルにたち、 彼らと混ざりあう O これまでの時代において支配的で、あった金回りのい





















































































なのである。私はこのような非難が多くの入にあてはまらないことを願っている o J 
開・16-4ノ平和のもとでの製造業の発展に対するブアーガスンの危機感が何に
るものか、 ここから明らかになる。 商工業の発展それ自体ではなく、 貴族とジエン
トリーが利潤と利益を目指して、 そこに向かうことで、あった。逆に?真の引用文で言及さ
25 Cf. Rθ'flections， p.50.当時の選挙権の資格は年収西0シリング(二ポンド)以上の自由土地所有者で
あった。アァーガスンはかなりの上届部に期待していたといえる。






りえなし ¥0J A.Smith， An inquiry into the nature and causes ofthe w，θa1th ofnations， Glasgowedition， 












































































































and the paradox of progress and decline， History of political tho昭-ht，18 (4)， 1997; Do.， The invisible 
hand ofAdam Ferg~so~， The European legacy， 3 (6)， 1998. 
30 civilisationという単語はジョンソンの英語辞典にも採用されているが、現在ではほとんど使用されな
い法律用語としてである。


































32 ポーコックは啓蒙のヨーロッパ中心主義に注目している。J.G.A.Pocock，Barbarism and re1igion， CUP， 
vo1.2， pp.316楠8.
33モンテスキュー(野田他訳)W法の精神j(一七四八年)岩波文庫中巻五八守九頁。
































ないという。 (Essay， p.155) 
36 R. Pascal， Property and society: The Scottish historical school of the eighteenth century， The 
Modern Quarterly， 1(2)， 1938.水田洋訳「財産と社会一一一八世紀スコットランドの摩史学派J同訳
『国富論』河出書房(下)1965年所収、 R.L.Meek， The Scottish contribution to Marxist sociology， in 
John Savil1e ed.， Democracy and the labour movement， London，1954， republished in R.L.Meek， 
Economics and ideology and other essays， London， 1967. (時永淑訳『経済学とイデオロギー』法政大学
出版局一九六九年); Do.， Social science & the ignoble savag;θ，CUP，1976. 









争、 同盟、 相互の警戒、 互いに相手のことを念頭において考えだした諸制度、 これら
が人類の仕事の半ば以上を占めており、また彼らのもっとも偉大でかつもっとも向上的な
活動の素材を提供する。 J(Essay， p.116) I諸国民の対抗や戦争なしには、市民社会そのもの
は目的や形式をほとんど見出すことが出来なかった。人類は公式的な取り決めなしに交易
してきたかもしれないが、しかし彼らは国民的一致なしには安全で、ありえない。 国防の必































































40 Wブアーガスンとスコットランド啓蒙』前掲二O五一八頁。 Geuna，op.cit. pp. 183・5.
41 Cf. Essay， pt.5， sect.2; pt.6， sects.1，2. 
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を、 また野心自体をも勘定台と仕事場へと追いやるのである。 J(Essa万 p.206)さらに人
間的資質ではなく財産が人間評価の基準となる。「われわれは同胞市民を彼らの風采によっ








とによって、 堕落に陥ることになる。 J(Essay， p.24I) 
第二に分業。「職業の分化は、 熟練の向上を約束すると思われるし、 実際、 商業の発
達につれて、 あらゆる技術の生産物がより なることの原因でもあるが、 しかしそ
の終局、 またその最終的結果においては、 社会の粋を解体し、 創意を形式に変えてしま
う洗練された社会の諸成員を互いに切り離している職業の区分のもとで、 各個人












































42 ~市民社会史論』最終章は Ofthe progress and termination of despotismであり、ここでローマ帝
国の領土拡大にともなう帝国の衰退が描かれる。このタイトルは『ロャーーマ共和国盛衰史~Thehistoσ ofthe








































































































































































































































基本的に 1759年の初版と同一である O そこには発展はあるが、基本的な変更はないJ







































































解を示していなし 10 もっともスミス自身は、出版者キャデルに宛てた 1789年 3月31日付
の書簡で「私は、第五部の直後に、まったく新しい第六部を挿入しました。その内容は、






























































































































most perfect apathy) J (TMS， p.432[(下)240頁])を、すなわち「理性と適合性にとって
完全に快適なものJ(TMS，p.438((下)247頁])とされる徳そのものへの絶対的な帰依を求
めた。もっとも、ストア学派の創始者ゼノンによれば、人間は自然によって[自愛の原理




























































































































































































































































































解が支配的であるが (Waszek:1984; Brown:1994; Fitzgibbons: 1995)が、スミスの「完全有徳J論の起


















































































































わないのは、たしかに善良な市民ではなしリ (TMS:1790，p.231， [(下) 139頁])。
32) ~感情論J の世界における「正義J と「慈恵J の相互補完性については、井上 (1988 ， 156・57 頁)、渡
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1 6 7 0年代のウィッグ達は、ゴシック国制を彼らの理念としたのである。ハリントンが
4 1 7世紀末から 18世紀にかけてのアイルランド思想、に関する日本での研究は、水田洋「アイアラン





















































して責任を持っている。J7 この 1721年に付加された訳者序文は、 1775年にロン
ドン協会という政治改革運動団体の手によって『リアル・ウィッグの原則 Theprinciples of 







の申し立て路θ Caseof lreland包beingbound by acts of parliament in England 
stated~ (Dublin， 1698)とし、うパンフレットの中で、「高貴なゴシック国制Jの一節をそー
ノレズワースの 1694年の著作 W1 692年の現状でのデンマーク事情 AnAccount of 
5 Blair Worden，‘Republicanism and the Restoration'， in David Wootton (edよRepublicanism，Liverty; 
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点については、 Charleslvar McGrath， The Making ofthe Eighteenth-Century lrish Constitution， 
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モンテスキュー(IvlontesGuieu，1689-1755)は、 『法の精神 (DeL 'Esprit des 
Lois， 1748)s凱において、 「共和政(Republique/Gouvemement republicain)Jを次のように
定式化した。 r共和政」とは、古典古代のポリスを典型とし「人民が全員であるいはその
一部のみが最高権力を持つJ(2-1)小規模な国家(8-20)のことであり、この体制の維持・








山本稿執筆にあたって底本としたのは、プレイアド版全集伍'uvrescompletes de Montesquieu， texte presente 
etαnnote par Roger Cαilois， Paris: Gallimard (Bibliotheque de la Pleiade)， 1951， 2 tomes.である。
モンテスキューの著作からの引用および参照については、原則として以下のように表記する。
『わが所感([Mes ] Pensees )~や『落穂集( Le Spicilege )~については、該当番号を註の中において記した。
特に前者については、按による番号の異同一一覧について、 Montes司uieu，Pensees Le Spicilege， edition etablie par 








































Albert Mathiez， "La Place de Montesquieu dans l'Histoire des Doctrines Politiques du XVIIle siおleヘenAnnales 





i主7例えば、 JeanJacquesGranpre-Moliere， La Theorie de ia COllslitulion Anglaise chez Montesquieu， Leyde， 1972， 
pp.45-46.ポーコックはモンテスキューを「徳」を狂信として退ける自由主義的パラダイムの陣営に位置づけ
ている。 J.G. A. Pocock， "Cambridge paradigms and Scotch philosophers"， inIstvan Hont and Michael 























紀の「共和主義」と現代の「共和主義Jとを峻別していた。 Pocock，本掠*料率TheNewYork Review， 
October 19， 2000;松本礼二 rCSPT2001年度年次大会に参加してJ W政治思想学会会報』第14号、 15頁
を参照。本稿とは対照的に、スキナーは歴史研究によって培われた「共和主義J (後に、 「新ローマ主義J
と改名)概念を現代の「自由Jをめぐる議論を再考する際に援用する。 QuentinSkinn町、寸heIdea of 
Negative lJberty"， inR. Rorty， J.B. Schneev.rind， & Q. Skinner (eds.) ， Philosophy in Histoηヘ
Cambridge， 1984; 'The Paradoxes of Political はbe此y"，in S. M. McMurrin (edJ， Tanner Lectures on 
Human Va1ues， VII， Cむnbridge，l986;Llberty before Ubera1ism， Cambridge， 1998.スキナーの「共和主
義J論を早い段階で検討したものとしては、関口正司「二つの自由概念(下)J W西南学院大学法学論集』
第二五巻第一号，一九九二年、特に八O頁以下がある。なお、 PhillpPettit， Republi・勾nism，Oxforcl， 1997 
も参照。




法10Qui est passionne pour la Republique; qui est amoureux dc la liberte de son pais;qui hait le gouvernement 





君主支配を甘受するCs'accoustwner)ことを悪としたj とある。 DictionaireUniversel contenant generalement 
tous les Mots Francois(Furetiere)，Tome Seconde， La Haye at Rotterdam， 1690.これに対抗して、アカデミー・フラ
ンセーズによって一六九四年に出版された『アカデミー辞典』のREPUBLICAINの項目には、 「共和政の下
に生きる者J r共和政の統治を愛する者」と並んで「それは悪しき部分とも時に解され、自ら生きる君主政
国家に敵対心を抱く反乱者側utin)暴徒(seditieux)を意味する」とある。 LeDiclionnaire de L 'Academie 



























法11 r共和主義」は r1 9世紀以降は、古典古代との連続性の意識が薄れ、世襲君主や皇帝による専制支











































も同じように満足できた。 JPocock，"Civic humanism and Its Role in A.nglo-Amε了icanThought，"in 







いては、佐々木武 rw近世共和主義~ J W岩波講鹿世界歴史16~ 岩波書底、一九九九年、二二三一二四六
頁も参照。
注16Cicero， De 0がcis，The Loeb CIβssical Library， Harvard U. P. ( r義務についてJ高橋宏幸訳『キケロー選
9哲学白岩波書j否、一九九九年).出典の明記にあたっては、本文中に巻数と節番号を示す。
即日.Barom The Crisis ofthe Early Italian Renaissance， Princeton， 1966， esp. pp.443-62; Pocock， 


















者君主教育論(Institutioprincipis christiani， 1516) ~を生み出す。それはまた、一六世紀フラ
ンスにおける代表的ルネサンス人として宮廷に出仕し、君主に助言する知識人であったギ
ヨーム・ビュデ(Guil1aumeBude，1467-1540)にも部分的に看取される注20 フランソワ 1世












法印RichardTuck， Phhilosophyand GoveロJ1nent1572-1651， Carnbridge， 1993， esp. pp.1-64.イン
グランドにおける展開については、木村俊道『顧問官の政治学』木鐸社、二00三年の他、 Q.S回目1er，
The Foundations of Modern Political Thought， Volume One， Cambridge， 1978; "Sir Thomas More's 
U topia and the language of Renaissance humanism"， in A. Pagden (ed.)， The Languages of Polltica1 
Theondn Early-Modem Europe， Carnbrdge， 1987， pp.123-157を参照。
注20ビ、ュデについては、渡辺一夫『フランス・ルネサンスの人々』白水社、一九六四年、第一章の他、
Donald R. Kelley， FOllndations ofModern Hisωrical Sclwlarship， Columbia，l970; David O. McNeil， Guillaume Bude 
and Humanism in the reign of Francis !， Geneve， 1975を参照。なお、との時代のフランスにおける「顧問官の政


































出 2パリ高等法院についてはKelly，Foundations， p.79. 


















































































































出 oPOCωk， "Conse、'ativeEnlightenment and Democratic Revolutions'¥in Goverment anf Opposition， Vo1.24， 
No.l， 1989， pp.81-105. (福田有広訳 rw保守的啓蒙』の視点J W思想、』七八二号、一九八九年八月、六七一
九六頁)久野真大「トマス・ホッブズの『専制的支配J論J W政治研究J第四八号、二00一年、九三一一
一八頁。
控31Grand邑:tatgouvとrnep紅 lavolonte abso1ue d'un Roi. en Dictionnaire Universel Fran伊is& Latin， M. 
CCCIV(l704)， Tome Second.これは『フェルチエール辞典』での説明を引き継いだものである。 wアカデミー
辞典Jでは、 「偉大な国家における唯一者の絶対的な統治Jとあり「君主政は最も完全な統治である、君主
政は民主政と対立するJと続く。
i主32MONARCHIQUE. adj. m. & f.Qui appartient a laMon紅crue.Ad Monarchiαm perinens， 1vlonarchicus. On a 
long tems dispute quelle etoit la forme de gouvとmementla plus parfaite， du Monarchique， de l'Aristocratique， ou du 
Democratique. Les Francois aiment l'ね tMonarchique. Le gouvとmementMonarchique est le pl us parf出，parce qu'il 























































彼の最初期の著作「キケロに関する論考(Discoursur Ciceron， 1709) ~ r.t37では、キケ






















九九七年、 「中期モンテスキューにおける『君主政J概念の形成(ー・二完)J r W法の精神』における「共
和政Jと「法の精神JJ W法学論集J第五O巻第一号、二000年を参照。

























起源Jを「自由への愛(amourde la liberte)、王に対する嫌悪(hainedes rois)Jによって独立が


















(les assemblees de ls Nation)で作成することが根本原則となった、と『フランコ@ガリアJ
を想起させる記述が続くのである注目。
さらに、 『ローマ人盛衰原因論(Considerationssur les Causes de la Grandeur des 


























































































































































注43Alexis de Tocueville， L'Ancien Regime et La Revolution， vol. I-i， en J-P. Mayer (ed.)， aUvre completes， 























加古代アテナイの畿と選挙をめぐるモンテスキューの洞察の評価については、 BernardManin， Principes 
du gouvernement repr，白entatif， Paris，l995を参照。

























2 Cuoco， Vincenzo， Saggio storico sulla rivoluzione di Napoli， edizione critica a cura di Antonino 






化Jや DeFrancesco， Antonino， Vincenzo Cuoco. Una vita politica， Bari: Laterza， 1997を見よ。英
語文献としては、さしあたり、 Id.，"How not to五nisha revolution"， in Naples in the Eighteenth 
Centuとy.ThθBirth and Dθ'ath of a Nation State， edited by Girolamo Imbruglia， Cambridge U.P.， 
2000， pp. 167・82や Viroli，Marurizio， For Love of Country. An Essay on Patriotism and 


































3 Rao， Anna Maria -V辻lani，Pasquale， Napoli 1799-1815. Da1Ja repubblica a1Ja monarchia 
amministrativa， Napoli: Edisioni del Sole， 1995， pp. 131・2.
4 Lθ'gJ.: atti， proclami ed altri documenti della Repubblica Napoletana 1798・1799，a cura di 


































5 Davis， John A. "1799: The 'Santafedぜandthe crisis of the 'ancien regime' in southern Italy"， in 
Sooθえyand Politics in the Age ofthe Risorgimento: Essays in honour of Denis Mack-Smith， edited 










































































































9暫定政府部内でのf封建制廃止法案」をめぐる論議については、Galasso，Giuseppe， "La legge feudale 
napoletana del 1799"， Rivista storica italiana， LXXVI-2 (1964)， ora in Id.， La nlosona in soccorso 































































れた一一月一九日以降)、 《し1とも晴朗なる、国王のナポリ共和国(Serenissimae Real 
10 さしあたりは、 Burke，Peter， "The Virgin of the Carmine and the Revolt of Masaniello， Past & 
Present， 99 (1983)， pp. 3・21 を参照されたい。英国での反響は、 lJraInIniA1asanielliani 
nell'lnghilterra del Seicento， a cura di Mario Melchionda， Firenze: Olschki， 1988所収の二つの史昼前、
'T.B.'， The Rebellion of Naples， 1649とD'Urfey，Thomas， A1assaniello， 1699や、一六五二年に出版
された Howell，James， A History ofthe Late Revolutions in thθKingdoIn of Naples， introduzione 
di Vittorio Conti， Firenze: Centro Editoriale Toscano， 1987などからもうかがうことができょう。
11 両者の肖像を裏表にあしらったメダノレが、 A1asaniellonella draInInaturgia europea e nella 
iconograna del suo secolo， a cura di Roberto De Simone， Christian Groeben， Mario Melchionda e 
Aleid Peters， Napoli: Gaetano Macchiaroli， 1998， pp. 74-5に掲載されている。これについては、





13 Rovito， Pier Luigi， "La rivoluzione costituzionale di Napoli (1647・1648)"， Rivista storica 


















王国に君臨したD だが、 「高IJ王j には現地での軍事最高指揮官としての権限が委ねられて
いたとはいえ、一般的な行政面に関しては国王から任命された「摂政(Reggente)Jをはじ
めとする「側近評議会(ConsiglioCollaterale) Jを議長として主催するにすぎず、司法は「神












14 Conti， Vittorio， Le leggi di una rivoluzione. 1 bandi della Repubblica napoletana dall'ottobre 
1647 all'aprile 1648， Napoli: Jovene， 1983， p.116 et passim. 
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d 
NGOだけが共有する基本理念ではないD それは、地球市民と地域住民の双方を重ね持つ
「グローカノレ市民」が共有する基本理念でもある。グローカノレ市民は、覇権問家や巨大企
業がグローバノレなレベルで、権力や富の偏在をもたらしていることを、諸現場における「民
のボイスJに基づいて批判し、グローバル・スタンダードの名の下になされる文化的帝国
主義を、各地域の「文化多様性Jを重視する観点から批判するとともに、上述した「グロ
ーパルな公共善Jの保持や創出と、「グローパノレな公共悪(環境破壊、不正・不平等、戦争・
疾病など)Jの縮減ないし廃絶を目指して活動する。それは、アリストテレス、マキャヴェ
ッリ、ルソーなどが考えた市民像やナショナリズムが考えた国民像とは違い、諸地域の「ト
ランスナショナノレJな結びつきを重視する。今日的シヴィック/シピル・ヒューマニズム
は、このような新たな市民像を担い手とすることによって、蘇生されなければならないの
である。
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